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月
二
一
プ
ノ
ンベン、
サ
イゴ
ン
の
陥
港
店の非
武
装
地
管ゼ
も訪
れ
て、
そ
そ
れ
は
結
局、
一
種
の評
論
でしか

さらに、
米、
中、
ジ一一
天
国が
今

何一一
と
μ
う
ア
ジ
ア情
勢
の
新
たな
流
動
の
日
の
う
ちに
帰
国
し
た
が、一ニ
十
な
いと
もい
え
よ
う
が、
し
か
し、

目、
朝
鮮
半
島
の
バ
ラ
ン
ス
高
そ

万
二一
の
な
か
で、
朝
鮮
半
島
の
緊張
が
と
八
度税
がわ
が
国
にとっ
てこ
ん
な
わ
が
国
の一
全
に
とっ
て
も低
嬰
な
う
と
は
考
え
てい
な
い。
こ
こ
に、

同
＝
み
に
高
ま
り、
次は
朝
鮮
半
島
だ、

に
も近い
距
艇
に
あ
るこ
と
の
意味
今日
の
朝鮮
半
島
の
情
勢
童巾
静
に

金
日成
訪
中
によっ
て
遂
に
明
ら
か

札
ニ
とい
ζ
ぽ方
が、
わ
が
国
のマ
ス
を
改
め
て
認
識す
る
と
と
も
に、
仮
分一新
し
て
み
る
と、
や
は
り
事
態
は
に
なっ
た
中
国
と
北
朝鮮叶
と
の
分
岐

タ
＝
コ
ミや
ジ
サ
l
ナ
刀ズム
を
賑
わ
せ
門
店
の田
園
風景
が
あ
ま
り
に
も長

イン
ド
シ
ナ

半島と大
き
く異
なつ
の
根
も
あ
る
の
で
あ
り、
事
態
の
こ

珊
＝

j
’
て
い
る。
悪名
高
い
関
か
で、
警
の
白
黒
南
と
お
てい
る
こ
と
を
認め
ざ
る
を
得
な
れ
以
上
の
流
動
化によっ
て
北
東
ア

日
ニ

恥
ぎみ校一
ド
ミ
ノ
理
務乞、
こ

グ
ア
に
も
y
速
の彫
響力
がこ
れ
以

主

総
同
同
誌
は
一一……
次
は
潮…
撃
事
宗一八
淀川

諒
堅
持
以
諸

＝

i一
日
だ
るっ
か。

と
は
し
な
かっ
た。

＝

モ
E

乏か
りま
みね
お

二
室
町

だ
が、
こ
の
よ
っ

J

中

嶋

嶺

雄

ご
うし
て
見
て
くる
と、
朴
政
権

一

三J
睦
凡

な
セ
ン
セl
ショ
ナ

の
強
襲
警
非
難し
て
や
ま
ない

＝

D
ズ
ム
に
も
か
か
わ
あ
い
だ
を
静
か
に
飛
期
し
て
い
る禄
い。
第一
に、
かつ
て
の
朝鮮
戦
争
わ
が
国
のマ
スコ
ミ
や
ジャ
！
ナD

＝
ら
ず、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は、
あ
く
乎
が、
か
えっ
て
問
題
の
根深
さを
の
経
総
と
そ
の
街
態
的
な
悲
劇
は、

ズム
が、
朝
鮮
半
島の
危
機
を薮
ぎ

一一
ま
で
も
地
域
研
究
的
な
視
野
に
立つ
訴え
てい
る
か
の
よ
う
で
あっ
た。

ア
ジ
ア
の三
十
年
戦争
と
い
わ
れ
る
た
て
る
こ
と
は、
か
えっ
て
祈政
権

＝
て、
事
態を
冷
静
に
見つ
め
て
ゆ
か

民族
分
断
の悲
劇
を
体験
し
たこ
持
久
戦
的
なベ
ト
ナム
戦
争
と
本
質
の
内
政
的立
場
を
強
化
す
るとい
う

＝
ね
ば
な
る
まい。

と
の
ない
平
和
国
家
日
本
の
わ
れ
わ
的
に
異
な
る
と
い
う
経
験
に
加
え
皮
肉
な
結
果
を
も
た
ら
す一
こ
と
に
な

＝

私
は今
月
初
め、
東
南
ア
ジ
ア
か
れ
が、

北からの
脅
威
の
有
無
に
つ
て、
斡
国
と
南ベ
ト
ナム
と
の
軍
事
ら
な
い
だ
ろ
う
か。

＝
ら
の帰
途
韓
国
に
立
ち寄
り、
板
門
い
て
と
やか
くいっ
た
とこ
ろ
で、
・
経済
的
側
面
での差
も
大
きい。

（
東
京
外
大助
教
授）
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